
３ 小城市議会だより

平成２３年度

一般会計予算一般会計予算一般会計予算 198億 5,760万円198億 5,760万円198億 5,760万円
　平成２３年度一般会計予算は、対前年比１０．４％ １８億６，９０５万９千円の増となっています。
　支出増加の主な要因は本庁舎増改築事業、３歳未満児の子ども手当の拡充、「認定子ども園」の開園に伴う
保育園措置費や公債費の元金償還などで増加しています。
　一方、歳入面では個人市民税及び法人市民税の減収と新築住宅の微増傾向で固定資産税の増収を見込んでい
ます。
　また、財源不足分は、公共施設整備基金、減債基金及び財政調整基金からの繰り入れにより調整しています。

主
な
事
業

（
１
４
２
万
円
）

　

情
報
交
換
、
交
流
等
を
通

じ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
取
り
組
み
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
で
、そ
の
運
営
を
支
援
す
る
。

（　

億
５
，８
０
０
万
円
）

１１

　
　

年
本
庁
舎
落
成
に
向
け
、

２５
建
設
工
事
（
増
築
３
，
７
７

３
・
４
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、

改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
１
，
４

１
６
・
６
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
一
部
）
と
そ
の
施
工
監
理
。

（
１
，５
６
１
万
円
）

　

住
民
基
本
台
帳
法
、
同
施

行
令
及
び
同
施
行
規
則
の
一

部
改
正
に
伴
う
、
外
国
人
住

民
の
住
民
票
作
成
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
。

（
５
億
３
，７
２
７
万
円
）

　

家
庭
か
ら
集
め
ら
れ
た
一

般
廃
棄
物
を
中
継
セ
ン
タ
ー

で
分
別
し
、
可
燃
ご
み
は

「
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
さ
が
」

ま
で
搬
送
焼
却
処
分
を
委
託
、

資
源
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
処

分
す
る
。

（
６
７
５
万
円
）

　

接
種
費
用
（
３
千
円
）
を

助
成
す
る
こ
と
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
や
す
く
し
、
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
を
予
防
し
て
、
死
亡
及
び

重
症
化
を
減
少
さ
せ
る
。
５

年
に
１
回
の
接
種
で　

歳
以

75

上
の
者
が
対
象
。

本
庁
舎
増
改
築
事
業

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
改
修
事
業

小
城
市
中
継
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
助
成
事
業

C
S
O
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

よ
う
こ
そ
運
営
補
助

▲三日月庁舎

▲中継センター



４小城市議会だより

（
２
０
０
万
円
）

　

Ｊ
Ａ
が
平
成　

年
度
に
国

２１

庫
事
業
で
三
日
月
南
部
地
区

に
新
設
し
た
乾
燥
調
整
貯
蔵

施
設
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
）
の
共
同
利
用
組

合
に
対
し
、
そ
の
自
己
資
金

分
の
一
部
を
助
成
。

（
３
２
３
万
円
）

　

佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同

組
合
芦
刈
支
所
が
六
角
川
荷

揚
桟
橋
に
設
置
す
る
泥
土
対

策
の
排
水
ポ
ン
プ
設
備
に
対

す
る
補
助
。

（
１
８
３
万
円
）

　

佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同

組
合
が
整
備
す
る
カ
キ
殻
糸

状
体
培
養
場
に
対
す
る
補
助
。

（
２
７
１
万
円
）

　

佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同

組
合
芦
刈
支
所
と
福
富
支
所

が
共
同
で
使
用
す
る
ノ
リ
養

殖
の
指
導
船
の
建
造
に
対
す

る
補
助
。 

（
７
億
７
，３
０
０
万
円
）

　

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、

農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業

経
営
の
安
定
を
図
り
、
併
せ

て
国
土
保
全
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
地
盤
沈
下

等
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
用

水
施
設
の
改
修
を
行
い
、
施

設
の
機
能
回
復
を
図
り
、
ま

た
排
水
施
設
の
整
備
を
行
い
、

受
益
地
内
の
排
水
機
能
を
強

化
す
る
事
業
。（

６
６
５
万
円
）

　

嘉
瀬
川
ダ
ム
を
水
源
と
し

た
農
業
用
水
の
合
理
的
で
適

正
な
水
配
分
と
、
国
営
筑
後

川
下
流
土
地
改
良
事
業
や
関

連
す
る
県
営
事
業
で
造
成
さ

れ
た
用
水
施
設
の
維
持
管
理

を
行
い
、
農
業
生
産
の
向
上

と
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
。 

排
水
ポ
ン
プ
設
備
に
対

す
る
補
助

漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業

沿
岸
漁
業
振
興
特
別
対

策
事
業

佐
賀
西
部
土
地
改
良
区

（
仮
称
）設
立
準
備
事
務
局

負
担
金

三
日
月
南
部
共
同
乾
燥

施
設
建
設
に
伴
う
補
助

▲三日月南部カントリー

▲泥土対策の排水ポンプ▲老朽化した培養場

▲

の
り
摘
み
の
作
業
風
景

▲

芦
刈
の
第
二
排
水
機
場

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

佐
賀
中
部
地
区
負
担
金



５ 小城市議会だより

（
４
，１
５
２
万
円
）

　

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た

め
本
年
度
は
新
庁
舎
完
成
に

伴
う
市
道
江
利
・
大
寺
線
の

家
屋
事
前
調
査
と
庁
舎
南
道

路
の
拡
幅
工
事
を
行
う
。 

（
７
１
１
万
円
）

　

平
成　

年
に
「
小
城
市
総

２０

合
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
平
成　

年　

月

２２

１０

に
市
全
域
が
都
市
計
画
区
域

に
指
定
さ
れ
た
も
の
の
、
具

体
的
な
土
地
利
用
の
設
定
が

な
い
た
め
、
小
城
市
土
地
利

用
計
画
を
作
成
す
る
。
基
礎

調
査
や
住
民
意
向
の
把
握
を

行
い
報
告
書
を
作
成
す
る
。

（
３
億
９
，６
５
０
万
円
）

　

昨
年
度
か
ら
の
事
業
で
、

本
年
度
は
給
食
室
改
築
及
び

既
存
校
舎
一
部
解
体
、
仮
設

校
舎
建
設
、
校
舎
及
び
体
育

館
改
築
実
施
設
計
を
行
う
。

（
１
５
３
万
円
）

　

人
材
を
養
成
し
、
予
防
体

制
強
化
の
た
め
の
環
境
整
備

を
図
る
と
と
も
に
、「
子
ど

も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

社
会
を
構
築
す
る
。 

（
５
３
９
万
円
）

　

小
城
市
児
童
セ
ン
タ
ー
、

牛
津
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

小
城
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

活
動
拠
点
に
、
広
場
事
業
の

充
実
、
気
軽
な
相
談
対
応
の

場
や
子
育
て
に
関
す
る
学
習

機
会
の
提
供
、
子
育
て
情
報

の
発
信
と
提
供
を
行
う
。

本
庁
舎
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
事
業

小
城
市
土
地
利
用
方
針

作
成
事
業

芦
刈
小
学
校
建
設
事
業

児
童
虐
待
防
止
対
策
強

化
事
業

地
域
子
育
て
支
援
拠
点

事
業

▲本庁舎アクセス道路

▲改修が予定される芦刈小学校

▲子育て支援拠点事業（桜楽館での運動会）



６小城市議会だより

（
３
億
４
，９
１
７
万
円
）

　

民
間
保
育
所
の
運
営
費
は

市
の
委
託
料
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
お
り
、
市
は
委
託
児
童

数
に
応
じ
通
常
保
育
に
必
要

な
運
営
費
を
支
払
う
。

（
１
１
６
万
円
）

　

地
域
全
体
で
学
校
等
の
教

育
を
支
援
す
る
体
制
を
つ
く

り
、
住
民
の
学
習
成
果
の
活

用
機
会
の
拡
充
及
び
地
域
の

教
育
力
の
活
性
化
を
目
指
す
。

（
４
，０
４
９
万
円
）

　

小
城
市
内
の
社
会
体
育
施

設
を
財
団
法
人
小
城
市
体
育

協
会
に
指
定
管
理
者
と
し
て

管
理
・
運
営
業
務
を
委
託
し
、

民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
効

率
的
か
つ
柔
軟
な
運
営
を
行

う
と
と
も
に
経
費
の
節
減
に

努
め
る
。

（
３
２
６
万
円
）

　

郷
土
小
城
市
が
誇
る
近
代

書
道
の
祖
と
言
わ
れ
る
書

聖
・
中
林
梧
竹
翁
の
没
後
１

０
０
年
を
平
成　

年
に
迎
え

２５

る
。
梧
竹
翁
の
業
績
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
小
城
市
の

文
化
的
・
歴
史
的
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
記
念

展
を
開
催
す
る
。

認
可
保
育
園
措
置
事
業

（
私
立
保
育
園
支
援
事
業
）

学
校
・
地
域
夢
つ
な
ぎ

応
援
事
業

小
城
市
社
会
体
育
施
設

指
定
管
理
事
業

中
林
梧
竹
没
後

１
０
０
年
記
念
事
業

▲たちばな保育園

▲芦刈幼稚園での夢つなぎ事業

▲梧竹記念館


